
                 国語科学習指導案  

                                   

１ 日 時 

２ 学 年 

３ 単元名  対比のしくみをまとめよう ～対比の仕方をくらべて読もう～      

主教材「アップとルーズで伝える」 中谷日出 （光村図書４年下） 

副教材「たこのすみいかのすみ」「くらしの中の和と洋」 

４ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本単元は，学習指導要領第３学年及び第４学年「読むこと」の指導事項イ「目的に応じて，中心 

となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこと。」を受け，

児童が対比や具体・抽象を用いた説明の仕方や段落相互の関係をとらえながら筆者の伝えたいこと

を読み，自分の考えをもつことをねらいとしている。 

本学習材「アップとルーズで伝える」は，テレビと新聞という児童の生活に密着したメディアを

取り上げ，送り手が相手や目的に合わせて「アップ」と「ルーズ」を選んで伝えていることを説明

した文章である。「はじめ」はなく「中１」①～⑥段落，「中２」⑦段落，「おわり」⑧段落という

構成になっており，④⑤段落でアップとルーズを対比して説明している。テレビと新聞という二つ

の事例の取り上げ方の違いやまとめ方が特徴と言える。文章全体を貫く問いはないが，題名の「ア

ップとルーズで伝える」にその役割がかくされており，文章化すると「アップとルーズでどのよう

に伝えているのだろう」となる。アップとルーズの使い方を分かりやすく伝えるための工夫として

次の点が挙げられ，これらをとらえさせることが学習の中心となる。 

・ 「アップ」と「ルーズ」を対比させる形で段落や文章が構成されている。 

・ 写真が効果的に活用されている。 

・ 文章構成として事例が詳述，略述されている。 

○ 本学級の児童は，これまで「大きな力を出す」「動いて，考えて，また動く」の学習において，

各段落の要点をとらえ，筆者の伝えたいこととそのための書きぶりの工夫を視点に読む学習をし

た。内容を読み取ることができる児童は多いが，文章全体をとらえ，段落のつながりや筆者の工夫

を視点に読む力は十分付けることができていない。そこで，説明文の基本形やはじめ―なか―おわ

りを考えさせたり筆者の伝えたいことをとらえさせたりする活動を行っている。また，比較，分類，

関連などの思考過程を大切にした取り組みを継続しているところである。 

できるだけ多くの教材文を読ませ，説明文には様々な構成があることをとらえさせたい。 

○ 指導にあたっては，説明の方法として多く用いられる対比を視点に説明文を読み解く。「対比」

とまとめてしまうが，その関係はさまざまである。そこで対比が用いられている説明文を比べて読

むことを通して，対比の効果を考えさせ段落の関係や説明の工夫をとらえさせる。そして生活の中

でものごとを比べてみていく力につないでいく。 

「たこのすみいかのすみ」は，同じ観点ですみを紹介し二者を比較している，もっとも基本的な

比較の方法である。また「～は～より～」と比較することでまとめをした構成をとっている。「く

らしの中の和と洋」では，③段落で観点を限定し，その違いに関わる「過ごし方」と「使い方」の

違いや良さを本論１と本論２で説明している。それぞれの良さを比べるにあたり，比較の観点を明

確にする③段落の役割は重要であると考える。これらをプレ教材として，「アップとルーズで伝え

る」を学習させる。視点は対比の仕方である。アップとルーズでの分かること分からないことを表

にまとめさせ，その表の中から「対比はいくつ？」と児童の考えをゆさぶる。この構造を考えるこ

とで，段落相互の関係に気づかせ筆者の論の展開の工夫をとらえさせる。 

また，筆者の工夫として，写真の効果や文章構成のくふうをとらえさせる。そのために，教材と

は違う写真，レイアウトの教材文を用意し比較させたり，文章構成図を用いて，「中２」の必要性

について意見交流させたりして，写真の使い方や新聞の事例の役割，はじめがない構成を評価させ

る。 

単元を貫く言語活動は「対比のしくみをまとめよう」である。三つの教材文の対比のしくみを読

み比べ，「違いが明確になる」「そのものの特徴が浮かび上がる」という対比の効果をとらえさせて

いく。併せて，簡単な対比を使った書く活動を行っていく。４年生終了時には，「説明文を書く」

という目標をもって学習している。その活動へのステップとし児童の目的意識としたい。 

物語文とも関連させながら，２学期を貫く視点を「対比」として学習を進める。 



５ 単元の目標 

○ 説明文を比べ，さまざまな文章構成や対比関係を見つけながら読もうとする。 

（国語への関心・意欲・態度） 

◎ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章

を読む。                                 （Ｃ読むことイ） 

○ 指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を理解し，使う。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ク)） 

６ 評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読むことの能力 言語についての知識・理解・技能 

複数の説明文を読み，さまざ

まな構成や論の展開の工夫があ

ることに関心をもっている。 

書かれている内容や段落の関係

を理解し，文章構成や対比を用い

た筆者の工夫を考えながら読んで

いる。 

 文章全体の組み立てや段落

の役割を理解している。 

 

７ 単元指導計画（全１２時間） 

次 学習の展開 
評  価 

関 読 言 評価規準 評価方法 

一次 

(５) 

 

 

 

・「たこのすみいかのすみ」の対

比関係を読む。  〔１〕〔２〕 

○ ○  

・たこといかのすみの特徴を対比して表

にまとめることができている。 （読） 

・対比を視点に構成や表現に関心をも

ち，意欲的に説明文を読もうとしてい

る。                     （関・意） 

 

 

 

観 察 

ノート 

発 言 ・「くらしの中の和と洋」の対比

関係を読む。   〔３〕〔４〕  ○  
・表を用いて，和室と洋室のよさを対比

することができている。    （読） 

・「くらしの中の和と洋」の段落

の関係を考える。      〔５〕  ○  

・③段落の役割を考えて対比関係を構成

図でまとめることができている。             

（読） 

二次 

(５) 

 

 

 

・「アップとルーズで伝える」を

読み内容をとらえる。 〔６〕 

 

 

 

○ 

 

 

 

・説明文の「１０の観点」をもとに段落

の要点やキーワードを読み取ってい

る。            （読） 

 

 

 

 

観 察 

ノート 

発 言 

 

・「アップとルーズで伝える」の

筆者の工夫をとらえる。 

〔７〕〔８〕 
 

 

○ 
 

・文章構成，写真の使い方，定義づけな 

ど筆者の工夫を見つけてその効果を

吟味することができている。 （読） 

・「アップとルーズで伝える」の 

対比をほかの対比と比べなが

ら読み取る。  〔９〕〈本時〉 
 ○  

・対比の構造，効果をとらえ，筆者の

工夫を評価することができている。   

（読） 

・段落の関係をまとめ，対比を

比べて図に表す。    〔10〕  ○  
・三つの説明文の段落の関係を図に表し

てまとめることができている。 （読） 

 

  

 

三次 

(２) 

 

 

 

・説明文の対比の効果を紹介す

る文を書く。 

            〔11〕 

○ ◎ ○ 

・対比の使い方を考え，そのしくみをと

らえることができている。   (読） 

・接続語や指示語の役割を考えることが

できている。         （言） 

・進んで紹介文を書き，交流しようとし

ている。         （関・意） 

 

 

観 察 

ノート 

発 言 

 

 
・書いた紹介文を交流し対比の

効果を話し合う。    〔12〕 
  ○ 

・説明文の構成や対比の使い方の違いに

関心をもっている。     （言） 

 

説明文の対比を見つけよう 

対比の仕方は同じかな？ 

対比のしくみを紹介しよう。 

どの対比を使ってみたい？ 

それぞれの対比を紹介しよう 



８ 本時の学習 

（１）目 標 

  ○ 対比の使い方を比較することを通して，対比の効果をとらえ筆者の工夫を評価することができる。 
（２）評価規準 
○ 対比の構造，効果をとらえ，筆者の工夫を評価することができている。（Ｃ読むこと） 

（３）児童に期待する活動とその手だて 
 ① 児童に期待する活動 

○ 説明文による対比の仕方を比較して，その効果を表現することができる。 
② その手立て 
○ 表を使って対比関係をとらえさせる。また，表の観点に着目させる。 

（４）展 開 

学習活動（主な発問） 予想される児童の反応 
☆達成のための手立て 
○評価（評価方法） 

１ 「たこのすみいかのす

み」「くらしの中の和と

洋」の対比関係を想起さ

せる。 

 

２ 「アップとルーズで伝

える」に対比が使われて

いることを確認する。 

 

○ 「くらしの中の和と洋」

の対比と同じかな？ 

 

３ 課題を確認する。 

 

４ 「アップとルーズで伝

える」の対比を読み取る。 

○ 表を作って比べてみよ

う。 

○ 対比がいくつ使われて

いるかな？ 

 

 

○ 「くらしの中の和と洋」

は二つの対比。どうして

違いが生まれるのかな？ 

○ こんなにたくさんの対

比を使うとどんないいこ

とがある？ 

 

５ 本時のまとめをする。 

○ 「アップとルーズで伝

える」の対比のすごさ（よ

さ）をまとめましょう。 

説明文を書くとき，一

番書きやすそうなのはど

れ？どの対比で書いてみ

たい？ 

【ペア→個人】 

６ 振り返りをする。 

・「たこのすみいかのすみ」は観点

に沿ってそれぞれを説明して比

べていた。「くらしの中の和と洋」

は③段落で比べる観点を示して

和と洋のよさを比べていた。 

・④⑤段落でアップとルーズで伝え
られることと伝えられないこと
を対比している。 

・二つを比べてあるから同じ。 
・「アップとルーズで伝える」には
「くらしの中の和と洋」の③のよ
うな役割の段落はない。 

 
 
 

・観点は「伝えられること」と「伝

えられないこと」だ。 

・４つだと思う。わかることとわか

らないことがあるから。 

・表の上下，横に対比があるよ。 

・六つあるよ。表の斜めにも対比が

かくれている。たくさんの対比関

係になっている。 

・「アップとルーズ」は比べる観点

自体が対比になっているから，た

くさんの対比になる。 

・アップとルーズの違いや関係がよ

くわかる。だから，筆者の言いた

いことがよくわかる。 

 
・６つもの対比関係を書くのはすご
いと思う。④⑤段落でアップとル
ーズの違いを説明して⑥段落で
まとめているからわかりやすい。 

・観点が対比になっているというの
はすごい。 

・むずかしそうだけれど，たくさん
の対比を使ってみたい。 

・対比にもいろいろな方法があって
筆者は伝えたいことによって使
っているのですごい工夫だと思
いました。 

☆これまでの説明文における対比関

係を振り返らせ，比べ方の違いを押

さえる。 

 

 

☆④⑤段落の対比の書かれ方の工夫

を見つけようと音読させる。 

 

☆「くらしの中の和と洋」の文章構成

を図で示して視覚的にわかりやす

くする。 

☆まず，直感的に対比の仕方が同じか

違うか考えをもたせる。 

☆説明文を比べて読むという課題を

明確にする。 

☆これまでのように表にかけば対比

がよくわかることをとらえさせ，表

を作らせる。横軸・縦軸の観点を考

えさせる。 

☆表にはキーワードでまとめさせる。 

☆できた表の中に対比がいくつある

か矢印をつけさせ，多くの対比関係

が成立していることを視覚的にと

らえさせる。 

☆対比の数に着目させ，数の違いがど

うしてあるのか考えさせる。 

☆⑥段落のまとめとのつながりを考

えさせる。 

☆「アップとルーズで伝える」の対比

の使い方をペアで評価させて確認

した後，自分の考えを書かせる。 

        【自己決定の場】 

【共感的人間関係の育成】 

○対比の構造の違いをとらえ，筆者の

工夫を評価することができている。 

（ノート） 

☆「一番すごい対比はどれ？」と聞く

ことで，対比の仕組みを比較させ

る。 

☆対比を使って説明すると違いが明

確になることから筆者の工夫をと

えさせ，自分の文章に生かすことを

押さえる。 

対比の仕方は同じ？違う？ 

どのように紹介する？ 



９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 言語活動例 

 

 

「アップとルーズで伝える」 「くらしの中の和と洋」 「たこのすみいかのすみ」 題名 

アップとルーズで伝えられるものと
伝えられないもの 

和室と洋室のよさ たこのすみといかのすみ 比対 

           ①② 

            ③ 

          ⑦ 

                           

                        ⑥ 

 

             ⑧ 

       ①② 

           ③ 

 

        ⑬⑫⑪    ⑩～④ 

 

                 ⑭ 

                 ⑮ 

             ① 

                 ② 

                ③ 

        

⑨⑧⑦      ⑥⑤④ 

段 

落 

構 

成 

 

こ
の
説
明
文
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
送
り
手
が
、
目
的
や
相

手
に
合
わ
せ
て
「
ア
ッ
プ
」
と
「
ル
ー
ズ
」
を
選
ん
で
伝
え
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
文
章
で
す
。 

 

筆
者
は
、
④
⑤
段
落
で
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
の
伝
え
ら
れ
る
こ

と
と
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
対
比
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

対
比
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
の
ち
が
い

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ア
ッ
プ
で
わ
か
る
こ
と
が
ル
ー
ズ
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
お
も
し
ろ
い
で
す
。
こ

の
説
明
文
の
対
比
は
、
観
点
が
対
比
な
の
で
た
く
さ
ん
の
対
比

に
な
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
で
す
。 

 

こ
の
説
明
文
は
、
和
室
と
洋
室
の
よ
さ
の
ち
が
い
を
説
明
し

て
い
ま
す
。 

筆
者
は
、
③
段
落
で
、
「
和
室
と
洋
室
の
違
い
は
、
ゆ
か
の

仕
上
げ
方
と
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
家
具
だ
」
と
比
べ
る
観
点

を
書
い
て
、
そ
の
ち
が
い
に
関
わ
る
「
過
ご
し
方
」
と
「
使
い

方
」
の
ち
が
い
や
良
さ
を
本
論
１
と
本
論
２
で
説
明
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
比
べ
る
た
め
に
、
比
較
の
観
点
を
書

い
て
い
る
③
段
落
は
と
て
も
大
切
で
、
筆
者
の
工
夫
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
の
説
明
文
は
、
た
こ
の
す
み
と
い
か
の
す
み
に
は
ど
ん
な

ち
が
い
が
あ
る
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

筆
者
の
、
「
す
み
を
は
い
た
あ
と
」
「
す
み
の
よ
う
す
」
「
や

く
わ
り
」「
に
て
い
る
こ
と
（
ひ
ゆ
）」
と
い
う
観
点
を
決
め
て

比
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
工
夫
で
す
。
観
点
が
ば
ら
ば
ら
だ
と
く

ら
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
最
後
は
、
「
い
か
は

た
こ
よ
り
も
～
」
と
い
う
対
比
の
仕
方
で
ま
と
め
を
し
て
い
ま

す
。 

 
 

対
比
の
仕
方
（
自
分
の
考
え
） 

 
 

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る 

 
 
 

中
谷
日
出 

   
 

 
 
 

ち
が
う
み
た
い
だ
な 

 
 

ど
ん
な
対
比
だ
ろ
う 

              
 
 
 
 

 

            

め
あ
て 

ま
と
め 

た
く
さ
ん
の
対
比
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
の
ち

が
い
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ア
ッ
プ
で
わ
か
る
こ
と
が
ル
ー
ズ
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
お
も
し
ろ
い
で
す
。
こ
の
説
明
文

の
対
比
は
、
観
点
が
対
比
な
の
で
た
く
さ
ん
の
対
比
に
な
る
と
こ
ろ
が

す
ご
い
で
す
。 

ルーズ 
  ⑤ 

アップ 
 ④ 

 

 

広
い
は
ん
い 

の
様
子 

細
か
い
部
分 

の
様
子 

伝
え
ら
れ
る
こ
と 

 

顔
つ
き
や
視
線
、

気
持
ち 

う
つ
さ
れ
て
い
な

い
多
く
の
部
分 

伝
え
ら
れ
な
い
こ
と 

 

し
か
し 

で
も 

対
比
の
仕
方
は
同
じ
？
違
う
？
ど
の
よ
う
に
紹
介
す
る
？ 

観点が対比 

ふ
り
か
え
り 

→ 

違
い
が
よ
く
わ
か
る 

 
 

筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る 

対
比
は
六
つ 

「
く
ら
し
の
中
の
和
と
洋
」
は
対
比
は
二
つ
→
観
点
が
違
う 

「
く
ら
し
の
中
の
和
と
洋
」
に
は
比
べ
る
観
点
を
は
っ
き
り
す
る
③
だ
ん

ら
く
が
あ
っ
た 

た
く
さ
ん
の
対
比
が
あ
っ
た
「
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
」
の
よ

う
な
対
比
を
使
っ
て
み
た
い
。 

対
比
の
し
く
み
を
紹
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 言語活動事例       

[ 国語科 「アップとルーズで伝える」（４年下）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習活動》 

 

 

 

 教材文「たこのすみいかのすみ」（学校図書２年）を用いて，対比という意味，表の作り方（観点），

文章構成図（対比のしくみ）の作り方を学習する。 

 これまでの説明文を想

起し，対比が使われてい

る説明文が多いことを確

認する。 

「対比が多く使われてい

るのはなぜ？」「対比が使

われていると，どんない

い事があるの？」「対比の

仕方はみんな同じ？」と

いう課題意識をもたせ，

複数の説明文を読んで

「対比のしくみを紹介し

よう」という言語活動を

設定する。 

 プレ教材の学習を活用

して「くらしの中の和と洋」（東京書籍４年）を読む。対比を表でまとめ，文章構成図で対比のしくみを

まとめる。この教材では，対比についての観点が示されている③段落の役割を考えさせることが重要で

あるので，③段落の必要性を話し合った。 

《教材の特質》 

本教材は，テレビと新聞というメディアを取り上げ，送り手が相手や目的に合わせて「アップ」
と「ルーズ」を選んで伝えていることを説明した文章である。「中１」①～⑥段落，「中２」⑦段落，
「おわり」⑧段落という構成になっており，④⑤段落でアップとルーズを対比して説明している。
テレビと新聞という二つの事例の取り上げ方の違いやまとめ方が特徴と言える。分かりやすく伝え
るための工夫として次の点が挙げられ，これらをとらえさせることが学習の中心となる。 

・ 「アップ」と「ルーズ」を対比させる形で段落や文章が構成されている。 

・ 写真が効果的に活用されている。 

・ 文章構成として事例が詳述，略述されている。 

 

〈言語活動の設定〉「対比のしくみを紹介しよう」 

対比を使うとどんないいことがあるのかな？ 

 

〈プレ学習〉 

対比を使った説明文を読み，「比較の観点」や「表」の作り方を学習する。 

 

 

【「たこのすみいかのすみ」表・文章構成図】 



 二つの教材文の対比のしくみ

が違うことをとらえさせ，「くら

しの中の和と洋」の対比は複雑

な仕組みになっていることをお

さえる。 

 また，比較には観点が必要で

あることも繰り返し指導する。

比較の観点を自分で見つけるこ

とができるような力を付けたい。

そして，対比することの良さも

気付かせていく。 

 このプレ学習を活用して，「ア

ップとルーズで伝える」の学習

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

《本時「対比のしくみを読む」の学習展開を示す》 

○ ④⑤段落でアップとルーズで伝えられることと伝えられないことを対比していることを押さえる。 

○ ①②段落も対比だが③段落で定義をするための段落と考えて，明確に対比している④⑤段落を取

り上げる。 

（１）課題を確認する。 

 

 

○ 「対比を紹介する」という単元の言語活動と関連付け，この説明文の対比関係をどのように紹介

すればいいかという課題意識をもたせる。 

（２）「アップとルーズで伝える」の対比を読み取る。 

 

 

○ 表を用いて，どのような対比かを整理する。 

○ 表を手がかりに対比はいくつあるか考える。 

○ 対比の効果を考える。たくさんの対比が使ってあると，どんな良さがあるのかを考え，意見交流 

する。 

・ アップとルーズのちがいや関係がよくわかる。だから，筆者の言いたいことがよくわかる。 

・ 違いが強調されて，筆者が伝えたいこと⑥⑧段落につながっている。等の意見を引き出す。 

（３）対比のしくみをまとめる。 

 

 

・ ６つもの対比関係を書くのはすごいと思う。④⑤段落でアップとルーズの違いを説明して⑥段落

でまとめているからわかりやすい。 

・ 観点が対比になっているというのはすごい。むずかしそうだけれど，たくさんの対比を使ってみ
たい。 

【学習展開 １】学習材「アップとルーズで伝える」を読み，説明内容の大体をとらえる。 

・ 各段落の要点をまとめる。 

・ 筆者の伝えていることをとらえる。 

 
【学習展開 ２】対比のしくみを読む。これまで読んだ二つの説明文の対比とどう違うかな？ 

・ 表を作り，対比関係をとらえる。 

・ 対比を用いることのよさを考える。 

・ まとめとのつながりを考える。 

 

 

 
【「くらしの中の和と洋」表・文章構成図】 

対比の仕方をどのように紹介すればいいかな？ 

 

 この説明文の対比はどんな仕組みになっているのだろう。 

「アップとルーズで伝える」の対比のすごさ（良さ）を紹介しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この後，三つの説明文の対比を比べてまとめを書いた。今後の「説明文を書く」学習に活用させたい。 

 

 

 

 

 

 

 本教材には，対比以外にも上記のような筆者の工夫やとらえさせたい論の展開がある。対比という考

え方や文章構成図と関連させながら，「写真の効果」「テレビの事例と新聞の事例の書き方の違い」「はじ

めのない文章構成」等

に気付かせ，その効果

を考えさせた。 

 児童は比較的短い文

章の中に多くの工夫や

筆者の意図がかくれて

いることをつかむこと

ができた。 

【学習展開 ３】 

筆者の工夫を読み取る。（対比以外の工夫をまとめる） 

・ 定義づけをしている。 

・ 写真を効果的に使っている 

・ 問いと答え   など 

 

【学習展開 ４】 

文章全体の構成をとらえる。 

・ まとめが二つあることの意義 

・ 「はじめ」のない文章構成 

・ テレビの事例と新聞の事例の
書き方の違い 

 

 

 

 

【「アップとルーズで伝える」表・文章構成図】 

【「アップとルーズで伝える」対比以外のまとめ】 


